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市民の動き　令和6年1月末日現在　（　）は対前月比
●人口�53,254人（－70）／男�26,073人（－27）　女�27,181人（－43）　●世帯数�20,336（－56）

　青空が広がり雪遊び日和となっ
たこの日、めぐみ野こども園では
今シーズン初めての雪遊びが行わ

れました。園児たちは降り積もったばかりの
雪の上を走り回ったり滑ったりして、雪の感
触を楽しんでいました。

今月の
表紙

　雪国の冬ならではといえる雪遊びの様子を取材させ
ていただきました。降り積もった雪がきれいに輝く晴
れ間の中、思いきり体を使って雪遊びを楽しむ子ども

たちの笑顔がそれ以上にキラキラと輝いていたのが印象的
で、元気をもらいました。（M・A）

編集
後記

私の国はこんなところ 　イタリアは世界で最も美しい国のひとつといわれます。美
しい風景やローマ時代にさかのぼる近代的で歴史的な建築物

があること、また、休暇をリラックスして過ごせる穏やかな海辺のロケーションがある
ことを誇りに思っています。イタリアの美しさを満喫するには、トスカーナに行ってみ
てください。都会的な風景から田園風景まで、さまざまな風景が楽しめるだけでなく、
トスカーナのおいしい郷土料理も楽しめます。イタリア料理は日本でもよく知られてい
て、ナポリピザ、ソースの種類が豊富なパスタ、生野菜やチーズをはさんで焼くパンの
パニーニなど、種類がたくさんあります。

南魚沼市に住んで感じたこと 　南魚沼は私にとって特別な場所です。人生
の大きな転機を経験したのも、親しい友人

たちと出会ったのも、南魚沼です。とても静かな環境の中に、元気が出る雰囲
気が漂っています。お気に入りの場所は八海山麓スキー場です。冬はスキーを
したり、夏の暑い日は散策をしたり、1年中楽しめる場所です。また、浦佐に
あるラーメン屋もおいしくて好きです。

シリーズ

第131回
国際大学留学生�お国自慢コーナー ～boast of my country～

イタリア共和国 　アレサンドロ ザーボ さん

問
攻
め
に
必
死
に
対
応
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
の

職
員
さ
ん
も
往
復
便
の
正
確
な
出
発
時
刻
が

示
せ
な
い
。
外
国
人
観
光
客
も
多
数
。
情
報

が
伝
わ
り
に
く
く
、
皆
が
苛い

ら
立だ

ち
殺
気
立
っ

た
雰
囲
気
に
。
思
っ
た
の
は
、
渋
谷
の
Ｄ
Ｊ

ポ
リ
ス
の
よ
う
な
音
量
の
大
き
さ
と
落
ち
着

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
仕
切
る
対
応
の
必
要
性
。

　
同
時
に
、
３
年
前
の
大
雪
に
よ
る
関
越
自

動
車
道
の
立
ち
往
生
も
頭
に
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

行
政
と
し
て
事
前
の
対
応
準
備
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
苦
い
経
験
と
反
省
。
当
事
者
は
麻ま

痺ひ

す
る
、
故
に
有
事
の
際
の
行
政
、
警
察
、

救
急
な
ど
外
部
の
連
携
支
援
が
絶
対
に
必
要

な
こ
と
。

　
群
集
心
理
に
肝
も
冷
や
し
ま
し
た
。
折
り

返
し
便
が
予
定
時
刻
を
前
倒
し
で
発
車
、

「
次
の
便
は
未
定
な
の
で
な
る
べ
く
ご
乗
車

を
！
」、
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
機
に
皆
が
わ

れ
先
に
構
内
を
走
り
ホ
ー
ム
へ
の
階
段
を
駆

け
上
が
っ
た
。
私
も
人
波
に
押
さ
れ
、
急
い

だ
１
人
。
泣
く
子
ど
も
を
抱
え
た
お
母
さ
ん

や
高
齢
の
ご
夫
婦
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
精
一
杯
で
手
伝
う
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
、
悔
や
ま
れ
て

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
視
察
を
超
え
た
体
験
、
活
か
さ
な
け
れ
ば
。

高
崎
駅
に
て

　
家
人
か
ら
嫌
が
ら
れ
る
私
の
癖
。
性
分
と

で
も
い
う
の
か
、
ど
こ
に
出
か
け
て
も
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
「
視
察
的
」
過
ぎ
る
ら
し

く
、「
お
父
さ
ん
と
出
か
け
て
も
楽
々
し
な

い
」
と
家
内
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に

ま
で
言
わ
れ
た
こ
と
も
。
あ
の
１
月
２３
日
の

東
京
～
大
宮
間
で
発
生
し
た
新
幹
線
の
架
線

故
障
に
よ
る
運
転
見
合
わ
せ
（
ち
ょ
う
ど
上

京
出
張
）
で
も
や
は
り
癖
が
出
た
。

　

架
線
故
障
の
影
響
で
ダ
イ
ヤ
は
大
混
乱
。

し
か
し
、
上
越
・
北
陸
新
幹
線
は
Ｊ
Ｒ
の
懸

命
な
対
応
で
高
崎
か
ら
新
潟
・
金
沢
間
で
折

り
返
し
運
転
と
の
情
報
。
私
は
「
何
と
か
帰

ろ
う
」
と
初
め
て
乗
る
東
京
上
野
ラ
イ
ン
に
。

各
駅
停
車
で
高
崎
ま
で
の
所
要
は
２
時
間
超
。

車
内
は
満
員
で
東
京
を
出
て
１
時
間
も
す
る

と
周
囲
の
ご
婦
人
た
ち
か
ら
「
ト
イ
レ
に
行

き
た
い
」
と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
始
め
ま
し

た
が
、
１
時
間
に
数
本
と
思
わ
れ
る
電
車
を

途
中
下
車
す
る
こ
と
へ
の
不
安
か
ら
か
皆
が

我
慢
し
て
い
る
様
子
。
私
も
そ
う
で
高
崎
駅

到
着
と
同
時
に
駆
け
る
よ
う
に
多
く
が
ト
イ

レ
へ
。
そ
こ
に
は
長
蛇
の
列
が
。

　
駅
構
内
は
、
始
発
・
終
着
駅
化
し
旅
客
で

溢あ
ふ

れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。
矢
継
ぎ
早
の
質
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